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対 象 18 歳以上                   

日 時 9/3(水) 10:00～13:00              

場 所 広まちづくりセンター                 

料 金 1,900 円                    

定 員 16 名(先着) 

 

対 象 小学生(2 年生以下は保護者同伴)                 

日 時 8/29(金) 10:00～13:00              

場 所 広まちづくりセンター                 

料 金 1,500 円 (同伴保護者不要)                   

定 員 16 名(先着) 

 

成人向け

小学生向け

対 象 0～２歳，3 歳以上の未就園児親子       

(対  ※対象児の兄姉は参加可            

日 時 令和 7 年 7 月 5 日(土)10:30～12:00     

場 所 広市民センター3 階ホール               

内 容 広島国際大学の学生ボランティア      

   サークル LCF による出し物                          

定 員 なし  申し込み 申し込み不要           

料 金 無料  問い合せ 「ひろひろ・ば」  

「もっと地域に関わりたい」「やりたいことはあるけ
れど何から始めたら良いのかな」など，気になることを
まずは話してみませんか? 話すことでヒントが見つかる
かも。緩やかな座談会です。お気軽にご参加ください。                      
日  時：令和 7 年 7 月 25 日(金) 10:00～11:30         
※    ※途中参加，退出も可能です。          
会  場：ひろ協働センター(広市民センター4 階)         

対  象：呉市在住の方 参加費：無料 申 込：不要                       
問合せ：くれ協働センター                   
     火～土：9 時～20 時 / 日・祝：9 時～17 時     
電  話：25-5602 月曜は休館日 ※祝日は翌日が休館日                    
                 

対 象  小中学生＋保護者              

日 時  9/7(日)  10:00～13:00                

場 所  広まちづくりセンター               

料 金  1,100 円(保護者も必要)                  

定 員  12 名(先着)     

 

☎
71-7470

広図書館

7 月と聞くと，織姫と彦星が天の川を渡        

って年に一度だけ会うことが許される日        

を思い浮かべますが，もう少し 7 月の魅力を深掘りしてみ

ましょう。7 月は和名で“文月(ふみづき)”と呼ばれ梶の葉に和

歌を書いてお祀りする“七夕”にちなんだ“文披月(ふみひらづき)”

が語源と言われています。七夕には，織姫の五色の織り糸

や天の川に見立てたそうめんを食べる習わしがあります。

この習慣は，中国の昔話に由来していて，7 月 7 日に亡くな

った帝の子どもが悪霊として病を流行らせたために子ども

の好物だった索餅(さくべい)という縄状のお菓子を供えたこと

が始まりです。この風習が日本に伝わり，“索餅”が“そうめ

ん”に変わったとされています。昔の日本では，七夕の日に

誰が一番長いそうめんを作れるかを競い合ったという風習

があったそうで，日本の文化はとても興味深いですね。 

 七夕飾りの笹には，お金に困らないようにと     

“巾着”，海の恵みへの感謝や大漁への願いを込      

めて“投網”，縫い物の上達や着るものに困らな       

いようにと“紙衣(かみころも)”，織り糸を表す       

“吹き流し”などを飾ります。笹につける“願い      

事”は，書道や歌，裁縫の上達を願って書いたのが始まりで

す。短冊は，歌の歌詞にあるように，“赤･黒(紫)･青(緑)･

白･黄”と五色揃っていることで幸せを呼びます。また中国

の“五行説(ごぎょうせつ)”に起因していると言われています。 

 五行説とは，世の中は全て“火・水・木・金・土”にあて 

はまるという考え方で，火が赤，水が黒，木が青，金が白 

    で土が黄色です。日本では黒は縁起が悪いと考え 

      られていたため紫に変化し，日本語の青は緑 

       色も表す言葉だったため，緑色も含まれる 

      ようになりました。今年の夏は，そのことも 

      考えながら七夕飾りを作ってみるのはい   

かがでしょうか。これから暑い日がやってきますが健     

康に留意しながら元気に過ごしましょう。 館長・細川 

開館時間 9 時 30 分~20 時 00 分                     

休館日：木曜日・祝日                                  

＊７月の休館日：            

3 日(木)･10 日(木)･17 日(木)･21 日(祝･月)･24 日(木)             

 ※7 月のえほんかいの開催はありません。               

                      広図書館 ☎71-7470                       

       

小中学生＋保護者

広スポーツ協会事務局ひろひろ・ば

76-1616

他人の芸を見て，あいつは下手だなと 
思ったら，そいつは自分と同じくらい。    
同じくらいだなと思ったら，かなり上。 
うまいなあと感じたら，とてつもなく先 
へ行っている。上の者にかわいがられて 
引き上げてもらったって，それは自分の 
力じゃない。八方敵だらけになって爪弾 
きにされてもいい，自分の力で上がっ  
てゆこうと思った。  古今亭志ん生 
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毎月 10 日発行 №342 号   

【編集・発行所】        

広まちづくりセンター

〒737-0112         

呉市広古新開 2 丁目 1 番 3 号    

(電話)71-2151  (FAX)73-5034 

広地区の人口  

４月末（３月比）  

人口  42 ,307 (-65) 

●男  20 ,461 (-39) 

●女  21 ,846 (-26) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

開 催  令和 7 年 5 月 13 日(火) 8:30～11:00              

場 所 広公園運動場  参加者  61 名                   

主 催 広スポーツ協会                                           

共 催  広まちづくり推進協議会                   

主 管  広グラウンドゴルフクラブ 後 援 呉市

名                                                             

○詳しく丁寧に教えてもらった。             

○焦らずしっかり指導していただけ           

た。○先生に手伝って頂きながらで           

きました。ほめて頂けたので嬉しい。○いつも先生がていね

いでよい。○先生の指導がとても良くて，また参加したいで 

      す。○スワッグの形を作るのが難しかったが， 

       とても！！ステキにできました。習うことで 

       出来たのだと思います。○季節の花をアレン 

       ジできて楽しかった。自分で花材をそろえる 

       ことは出来ないので良い機会でした。○ステ 

      キなものを持って帰ることが出来る。家でも眺

めて楽しめる。○好きなミモザに触れて，初       

めてスワッグ作りをすることができたこと。       

○香りに癒やされ，優しく教えていただいて       

楽しかったです。○作る楽しみと家に飾れる       

喜びがあります。○先生にいつも助けてもらっています。ス

ワッグ作りをしたかったのでとても楽しかったです。今回は

なかなか上手く作れず残念でしたが，次はもう少し出来るよ

う頑張りたいです。    

日 時  令和 7 年 8 月 24 日(日) 9:00~開会式          

場 所  呉市営弓道場(近的)                     

参加資格    

※広地区在住･広地区の学校に在籍･広地区の事業所等に勤務              

参加費  一般の部:300 円，高校の部:無料                  

 👉参加費は当日会場にてお支払いください｡              

申込期限 令和 7 年 8 月 5 日(火)まで           

問合せ 弓道部長 進藤 静基 📱 080-6988-1754                                               

申込先 広スポーツ協会事務局👉(広市民センター5F)          

               ☎71-2151 📠73-5034  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和 7 年 8 月 10 日(日) 9:00~開会式               

場 所  呉市総合体育館(ｼｼﾝﾖｰｵｰｸｱﾘｰﾅ)サブアリーナ          

参加資格 ①一般の部(ダブルス)               

    ②ジュニアの部(小・中学生 シングルス)             

※広地区在住･広地区の学校に在籍･広地区の事業所等に勤務                  

参加費 一般の部:500 円，ジュニアの部:300 円                  

申込期限 令和 7 年 7 月 19 日(土)               

申込先 広スポーツ協会事務局👉(広市民センター5F)  

                ☎71-2151 📠73-5034   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要項･申込書(表裏)パンフレットは，
会場(テンポイントボウリング)および 
広まちづくりセンターにあります。   
  広まちづくりセンターのホーム     
  ページからもダウンロードでき  
  ますのでご利用ください。 
  

織姫と彦星が七夕の夜に会うために橋を渡る。              

この橋は“鵲(カササギ)橋”と呼ばれ，鵲という鳥の    

の群れが翼を広げて作る。鵲は古来より日本の伝説にお

いて幸運をもたらす鳥とされている。しかし，雨が降る

と鵲たちは飛んで来られず二人は会うことができない。

この雨は二人が会えぬ悲しみに流す涙で“催涙雨(さいるいう)

と呼ばれる。この美しい伝説は古くから親しまれ，和歌

や詩にもたびたび詠まれてきた。“彦星の 行あいを待つ 
かささぎの 渡せる橋を われにかさなむ＝恋しい人に会いた

くても会えない，自分にもそんな橋がかかればいいのに…”【菅

原道真】 “天の川 あふぎの風に霧はれて 空すみわたる 
かささぎの橋＝天の川は扇で煽ぐ風によって霧が晴れて七月

七日の夜空は澄み渡り鵲の橋もくっきりと見える…”【清原元

輔】 こうした日本古来の詩に触れると，年に一度の  

再会を願う二人の思いと支える鵲の優しさが伝わる。 

子や孫にも語り継いでいかなければと思う…。 ○k  

講 師 プロボウラー 竹本圭実 プロ               

   インストラクター 嵜本 徹さん                         

日 時 令和 7 年 8 月 24 日(日) 9:30～             

会 場 テンポイントボウリング               

    呉市広白石 2-6-39                 

参加資格 広地区在住の小･中学生とその保護者                

定 員 40 名(先着)   参加費 \500 (当日受付にて)       

申込先 広スポーツ協会事務局(広まちづくりセンター内)  

👉所定の申込書を提出してください。                    

  持参またはファックスで 👉📠(0823)73-5034       

問合せ 嵜本 ☎72-4511         71-0324 

申込書要　項

◎開 催 日 令和 7 年 7 月 15 日(火)                                  

◎集合場所 広市民センター 7F 701 室               

◎受付時間 午前 9 時 00 分                           

a                                                   

お願い                                                             

※運動のできる服装･上履き･タオルを                  

  ご持参ください。※飲み物は用意します。               

※レクレーション保険加入の為受付で記名願います。       

問い合わせ 堀：📱 080-1919-6088                                

 

講師 ３B体操

藤井 美和 先生

広島県で「熱中症特別警戒アラート」が        

発表された場合，極めて危険な暑さが予想        

され，熱中症等による健康への深刻な影響        

が懸念されます。発表された場合，虹村･多       

賀谷グラウンドと冷房の効かない屋内施設の       

利用は中止とさせていただく場合があります。      

キャンセルを希望される場合は，当センターまでご連絡く

ださい。「熱中症特別警戒アラート」は，県内全ての暑さ

指数情報提供地点で翌日の暑さ指数（WBGT）が 35℃以上

と予測される場合に，環境省が前日の 14 時頃に発表する警

戒情報です。利用者の皆様には，引き続きご理解とご協力

をお願い申し上げます。 広まちづくりセンター 
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順位 氏     名 打数 H.I.O 順位 氏     名 打数 H.I.O

1位 舟木冨美子 30 2 6位 大森　豊裕 35 1

2位 東　健宏 34 2 7位 近藤千代子 36 1

3位 山本　弘信 34 1 8位 石本　章司 36 1

4位 山道　康政 35 2 9位 新良貴 和江 36 1

5位 浜野　昭男 35 1 10位 坪井　應文 37 1


